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 東京湾のシャコの資源構造に関する情報 

[要約] 東京湾の重要水産資源だったシャコについて、資源の現状について整理、検討

した。2006年以降、漁獲サイズのシャコが激減したことから漁業者は、シャコ漁からタ

チウオ漁にシフトし、シャコの漁獲量は０となった。ところが、現在も好漁であった19

90年代に匹敵する幼生の出現量がある。この理由として、資源が高水準だった1980年に

比べ最小産卵体長が小型化し、漁獲対象とならない最小銘柄以下のシャコが主体となっ

て産卵するようになって湾内に生息し続けていることがあげられる。小型化した原因と

して、シャコの餌となる底生生物の減少が考えられた。 
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[背景・ねらい] 

東京湾漁業の主要対象種は、2000年代半ばに底生生物を餌料とするシャコ等から、浮き

魚を餌料とするタチウオ等にシフトした。主要対象種の増減の要因は資源評価に重要な情

報であるため、かつての重要漁獲対象種であるシャコ資源について現状を整理、検討した。 

[成果の内容・特徴] 

１ シャコは近年、小型機船底曳き網漁業の漁獲対象となることはなく、産地であった横

浜市漁協柴支所の剥きシャコの出荷枚数は０の年が続いている（図１）。一方で、シャ

コの浮遊幼生の出現量は近年でも年間100万枚を出荷した1990年代に匹敵するレベルで

あることがわかった（図２）。このことは、当時に劣らない産卵量があるが、漁獲資源

として回復しなかったことを同時に示している。一方、近年のシャコの最小産卵体長は7

㎝と、資源が高水準だった1980年代に10㎝だったのに比べ小型化していた（Kodama et.a

l 2004）。 

２ 小型底びき網漁業の操業に混獲されるシャコは最小銘柄以下のサイズが多いことをか

ら、漁業者はシャコを獲ることを目的とした操業を行っていない。 

３ これらのことから、2000年代以降のシャコは商品サイズ（11㎝）にまで成長せず、そ

れ以下の小型個体が1990年代に匹敵する産卵量を維持し、ライフサイクルを回すように

生活様式を変えたものとみられる。このことが、シャコの漁獲がなくなった直接的な原

因であると考えられた。 

４ シャコからタチウオへと漁獲が転換した2004～2007年以降、シャコの餌として重要な

底生生物の個体数の減少がみられており、こうした環境の変化がシャコの成長停滞の一

因と考えられた（図3）。 

 [成果の活用面・留意点] 

１ 東京湾における漁業資源としてのシャコの回復は、商品サイズまでの成長が見られな

いため、困難であることが分かった。 

２ 東京湾は主要漁獲対象種が劇的に変化する場合があり、その要因として、今回のよう

な環境の変化が挙げられた。東京湾漁業が持続的に行われるためには、浮遊幼生や卵、



小型の底生生物の分布といった、生物環境のモニタリング調査を継続して漁業環境の変

化に注視していく必要がある。 
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図２ シャコのアリマ幼生分布量調査にお

ける採集個体数/１曳網の年変化 
図１ 横浜市漁協柴支所における剥きシャ

コの出荷枚数の年変化 

図３ 東京湾生物相モニタリング調査による

主要底生餌生物 11種の個体数の年変化 


